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1.1  生活環境施設（環境センター） 

1.1.1  管理数量について 

市では、収集ごみを名越クリーンセンター、今泉クリーンセンター、笛田リサイクルセンタ

ー、深沢クリーンセンターの４箇所の環境センターで収集した可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ、

し尿を処理しています。 

施設は、昭和 48 年（1973 年）に設置された今泉クリーンセンターが最も古く、稼動後

45 年を経過しています。最近に建設された笛田リサイクルセンターは、稼動後 21 年が経

過しています。 

それぞれの施設は、稼動後に規制された環境基準を満し、安全に処理能力を維持するた

めに改修工事を実施しています。 

 

表 施設所在地と役割 

施設名称 敷地面積 取り扱う廃棄物 処理内容 

名越クリーンセンター 11,856.12 ㎡ 

燃やすごみ 

燃えないごみ 

危険・有害ごみ 

使用済み食用油 

粗大ごみ 

事業系廃棄物 

可燃ごみ燃焼処理 

解体・粉砕 

資源化処理 

今泉クリーンセンター 15,102.10 ㎡ 
解体・粉砕 

資源化処理 

笛田リサイクルセンター 5,396.40 ㎡ 
飲食用カン・ビン 

ミックスペーパー 

圧縮・梱包 

中間資源化 

（圧縮・梱包） 

深沢クリーンセンター 15,719.49 ㎡ し尿・浄化槽汚泥 
公共下水道への 

投入施設 

 

表 施設の稼動、改修状況 

施設名称 稼動年月 稼動年数 改修年月 改修後年数 

名越クリーンセンター 昭和 57 年 2 月 36 年 
平成 14 年 11 月 

平成 27 年 8 月 
2 年 

今泉クリーンセンター 昭和 48 年 5 月 45 年 
昭和 55 年 3 月 

平成 17 年 3 月 
12 年 

笛田リサイクルセンター 平成 9 年 4 月 21 年 － － 

深沢クリーンセンター 昭和 59 年 12 月 34 年 平成 14 年 3 月 15 年 

 

おもに可燃ごみを燃焼する施設である名越クリーンセンターの処理能力は 150ｔ／日で

す。市内の約 74,000 世帯の家庭系ごみや事業ごみの処理を扱っています。（今泉クリーン

センターは、平成 27 年３月末をもって焼却停止となりました。） 

笛田リサイクルセンターでは、おもにビン・カンやミックスペーパーなどの資源ごみを

処理し資源化を図っています。処理能力は 40ｔ/日です。 



 

 

 

 

深沢クリーンセンターではし尿処理を行っています。持ち込まれたし尿を下水道に流す

ための施設で、100kl／日の能力を有しています。 

 

 

表 施設概要（「公共施設再編計画」の施設項目） 

 

表 併設施設、施設の立地、防災設備の有無 

施設名称 処理能力 処理内容 管内ｸﾘｰﾝｽﾃｰｼｮﾝ 対象世帯数 

名越クリーンセンター 
150t／日 

（75t×2 基） 
可燃ごみ燃焼処理 2,932 箇所 41,994 世帯 

今泉クリーンセンター 

（平成 27年 3月に焼却停止） 

30t／日 

（75t×1 基） 
中継施設 1,889 箇所 31,945 世帯 

笛田リサイクルセンター 

40t／日 

（ｶﾝ･ﾋﾞﾝ 20t／日） 

（紙類 20t／日） 

不燃ごみ処理 

資源ごみ処理 
市内全域 市内全域 

深沢クリーンセンター 100kl／日 し尿処理 市内全域 市内全域 

 

各施設の防災上の立地、発災時に利用することを想定した保有設備は、以下の通りです。 

 

 

施設名称 併設施設 津波浸水予想 防災保有設備 

名越クリーンセンター なし エリア外 あり 

今泉クリーンセンター なし エリア外 あり 

笛田リサイクルセンター なし エリア外 なし 

深沢クリーンセンター なし エリア外 あり 
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1.1.2   生活環境施設の位置 
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1.1.3  生活環境施設の稼働状況 

各施設の平成 29 年度（2017 年）の稼働状況を、名越クリーンセンター及び今泉クリー

ンセンターは搬入量、処理量、稼働日数で示します。 

笛田リサイクルセンター、深沢クリーンセンターは、処理量、可能日数を示します。 

1.1.3.1  名越クリーンセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 平成 29 年度（2017 年）の稼働状況（名越クリーンセンター） 

 

1.1.3.2  今泉クリーンセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 平成 29 年度（2017 年）の稼働状況（今泉クリーンセンター） 

 



5 

 

1.1.3.3  笛田リサイクルセンター 

表 平成 29 年度（2017 年）の稼働状況（笛田リサイクルセンター） 

項 目 稼働状況 備 考 

処理量 

飲食用カン 374 t／年  

飲食用ビン 1,570 t／年  

ミックスペーパー 2,175 t／年  

稼動日数 256 日  

 

1.1.3.4  深沢クリーンセンター 

表 平成 29 年度（2017 年）の稼働状況（深沢クリーンセンター） 

項 目 稼働状況 備 考 

処理量 3,520.56 kl  

稼働日数 244 日  

 

 



 

 

 

 

1.1.4   生活環境施設の財務状況 

1.1.4.1  維持管理経費 

表 平成 29 年度（2017 年度）の維持管理経費の実績 

管理の区分 項 目 中事業 担当部署 歳出額（円） 

維持管理 清掃費 じん芥処理費 
名越クリーンセンター 
管理運営事業 

環境施設課 500,000 

維持管理 清掃費 じん芥処理費 
名越クリーンセンター 
管理運営事業 

環境センター 393,233,000 

維持管理 清掃費 じん芥処理費 
今泉クリーンセンター 
管理運営事業 

環境センター 45,858,000 

維持管理 清掃費 じん芥処理費 
笛田リサイクルセンター
管理運営事業 

環境センター 149,985,000 

維持管理 清掃費 し尿処理費 
深沢クリーンセンター 
管理運営事業 

環境センター 22,872,000 

合 計  
 

612,448,000 

 

【参 考】 

施設の稼動には、電気、ガス、上下水道のほか、焼却施設では助燃料が必要です。 

これにかかった経費を示します。 

 

表 平成 29 年度（2017 年度）の燃料使用量 

施設名称 
電気量 

（kwh） 

ガス量 

（㎥） 

助燃料 

（ｌ） 

上水道 

使用量（㎥） 

下水道 

使用量（㎥） 
備 考 

名越クリーンセンター 4,332.395 683 36,200 73,776 11,804 
助燃料： 

灯油 

今泉クリーンセンター 552.127 511 － 3,314 － 
 

笛田サイクルセンター 342.673 47,849 － 4,031 4,031  

深沢クリーンセンター 236.018 30 － 3,233 6,226  
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表 平成 29 年度（2017 年度）の助燃費等 

施設名称 
電気料 
（円） 

ガス料 
（円） 

水道料 
（円） 

助燃料 
（円） 

合 計 
（円） 

名越クリーンセンター 75,716,618 93,802 30,331,759 3,330,720 109,472,899 

今泉クリーンセンター 10,473,192 243,069 852,198 － 11,568,459 

笛田リサイクルセンター 7,722,946 4,180,476 2,018,244 － 13,921,666 

深沢クリーンセンター 4,430,749 24,943 2,369,679 － 6,825,371 

合 計 98,343,505 4,517,347 35,571,880 3,355,663 141,788,395 

 

1.1.4.2  人件費 

生活環境施設の管理にかかる人件費は、「第３次鎌倉市総合計画 第３期基本計画前期

実施計画」にある 368 事業を対象に「平成 29 年度行政評価報告書」で作成した「事務事

業評価シート」により試算しました。試算の結果、生活環境施設の管理に携わる部署は 5

部署、職員数は 21.5 人、人件費は 1.70 億円に相当します。 

 

表 環境センターを運営する職員数 

施設名称 
管理職

（人） 

施設管理職員

（人） 
収集職員（人） 合計（人） 

名越クリーンセンター 1.0 4.0 44.0 49.0 

今泉クリーンセンター 1.0 7.0 27.0 35.0 

笛田リサイクルセンター 0.5 3.0 0 3.5 

深沢クリーンセンター 0.5 4.0 0 4.5 

合 計 3.0 18.0 71.0 92.0 

 

表 インフラ管理を担う部署と業務規模 

インフラ管理を担う部署 
事業の数 

（事業） 

管理担当職員数

（人） 

人件費 

（千円） 

(1)環境センター 4 21.4 169,414 

(2)環境施設課 1 0.1 770 

 合 計 5 21.5 170,184 

※「管理担当職員数」は、環境センターや環境施設課に配属している職員のうち、インフラ管理

にかかる業務を担当する職員数を「平成 29 年度行政評価報告書」より試算しています。 

 


